2010年度都市計画実習　サステイナビリティ班　中間発表レジュメ

	駅前でキスをしないで

～つくばセンター送迎用一般駐車場 効果検証～
サステイナビリティ班　担当教員：谷口守　TA：安立光陽　班員：山本克己　肥後洋平　山口裕敏　川村竜之介　橋本貴明　崎野諒太


1. 背景／目的

　日ごろつくばセンター（TXつくば駅）を利用していると、自宅から家族の運転する自家用車による送り迎え（＝キス・アンド・ライド）が非常に多く目につく。これらの車両が路肩を占有することで交通渋滞や交通事故の原因となりうることが考えられる。これに対し、つくば市ではつくばセンターバスターミナル横に普通車34台を収容できる送迎用一般駐車場を去る2010年5月1日（土）にオープンさせた。この駐車場は、比較的駐停車時間の短いキス・アンド・ライド車両をターゲットとしていることから、最初の20分を駐車料金無料とし、以降10分ごとに100円が加算されるという料金体系を採用している。

　サステイナビリティ班では、この駐車場が実際に利用されるのか、また駐車場のオープンによって路上駐停車車両が減少するのかを調べるべく、駐車場のオープン前・後でキス・アンド・ライドを目的とした路上駐停車の実態を調査することとした。

　中間発表では、オープン前のキス・アンド・ライドの実態を報告する。
2. 調査内容／項目

　つくばセンターで実際にキス・アンド・ライドの実態を観察することによって調査し、以下の三つの項目に着目した。

・駐停車台数…最初に行った台数調査では、駐停車台数に変化があるごとに台数を記入

・駐停車時間…路側帯に車体の一部が入ってから車体のすべてが路側帯の中から完全に出るまでの時間を駐停車時間として定義

・駐停車目的…見送り、出迎えのどちらの目的で駐停車を行ったか

以上、３つの項目について朝、夕方から夜の二つの時間帯に現地調査、ビデオ撮影を行った。

朝、夕方から夜に調査を行った理由として、交通量が多い時間帯であること、通勤・通学による見送り、出迎え、いわゆるキス・アンド・ライドが多く行われ、キス・アンド・ライドによる迷惑が多発する時間帯であることだ。また、ビデオ調査を行う理由として、台数調査により最もキス・アンド・ライドが見受けられた時間帯を代表して、明確な駐停車台数、駐停車時間、駐停車目的を調べるために朝、夕方にビデオ撮影を行った。先に行った台数調査では駐停車台数の変化があるごとに記入していった（例えば、ある区間に３台の駐停車車両がある状態から、駐停車車両が５台に変わったとする。私たちの行った調査では３台から５台に変わったことのみ記入し、一瞬のうちに止まっていた３台のうち２台が出て、新しく４台が駐停車したといった詳しい状況は書くことができなかった。）ため、明確な駐停車台数を求めることができなかった。そこで明確な駐停車台数を調査することに併せて、駐停車時間、駐停車目的をビデオ撮影により明らかにしていった。
[image: image4..pict]3. 調査エリア

駐停車台数調査については、普段からキス・アンド・ライドによる駐停車が多い、つくば駅交差点から延びる４方向の道路の８つの路肩すべてにおいて行った。区間はつくば駅交差点から次の信号までとした。ビデオ撮影については、８つの路肩のうち最も駐停車数の多い③番の区間と、③番の区間と駐停車の性格が違うと考えられる、①番の区間で行った。

4. 調査日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　調査エリア
まず、予備調査を含めた夜の駐停車台数調査を４月２３日（金・雨）１７：００〜２４：００に行った。予備調査は駐停車台数のピークを把握するためであり、その結果から調査時間を絞り、４月２８日（水・雨）６：４５〜８：１５に朝の駐停車台数調査とビデオ撮影、４月３０日（金・晴れ）１６：５０〜１８：２０に夜のビデオ撮影を行った。４月２３日と２８日の天候は雨だが、これは雨の方が駐停車台数は多いと考えたためである。

5. 調査結果
I台数調査

i-夕方3時間（全区間）
　図2は、ある瞬間に調査エリア内に駐停車している車の台数を表したグラフで、17時から24時までの調査の中で最も台数の多かった3時間を切り出してある。縦線はTXの到着時刻を表している。
グラフからもわかるように、時には60台を越える時もある。また台数の増減にはパターンが見られ、TXの到着時刻に合わせて増加し、到着時刻を少し過ぎると急激に減少していく様子が分かる。
また快速と区間快速の到着時刻が重なる時間帯では、特に山が高くなっていることが分かる。そして夜遅くになるにつれて山は低くなっていく。
ii-朝1.5時間（全区間）
図3は同様に朝の1.5時間のグラフである。縦線はTXの発車時刻を表している。
図2の夕方とは違い、TXの発車時刻の前後でパターンが見られない。

図4は図2から1.5時間を切りだしたグラフであるが、それと比べてみると、ある瞬間に調査エリア内に止まっている台数は少ないことが分かる。しかし凹凸が激しいことからもわかるように、変化が激しくなっている。
iii-（ビデオ分析による）
図3と図4を比較すると夕方のほうが朝より駐停車台数が多いように見えるが、ビデオを見て1台1台を追いかけてみた結果、累積台数は表1のようになり、朝のほうが夕方より駐停車台数が多いことが分かる。特に区間③では朝1.5時間で275台もの車が駐停車していることが分かる。
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図2. 瞬間における駐停車車両数の推移~夕方~3時間　図3. 瞬間における駐停車車両数の推移~夕方~1.5時間　図4. 瞬間における駐停車車両数の推移~朝~1.5時間

表1. 1.5時間当たりの駐車台数　　　　　　　 表2. 区間①で1台当たりの駐車時間　（中間値）
	日時　　　　　　区間
	区間①
	区間③

	4月28日朝
6:45～8:15
	１９７台
	２７５台

	4月30日夕
16:50～18:20
	６３台
	１１８台

	日時　　　　　　項目
	駐車時間

	4月28日朝
6:45～8:15
	18秒

	4月30日夕
16:50～18:20
	53秒


Ⅱ駐車時間の違い

　ビデオから1台1台停車時間をカウントし、表にして計算すると表2のような結果になった。これにより朝より夕方の方が朝より駐車時間がかかっていることがわかる。この理由として駐車目的が朝と夕方とでは異なっているのではないかと判断した。

[image: image5..pict][image: image6..pict]
Ⅲ駐車目的の違い

 こちらも区間①でビデオにより乗降者を観察し駐車目的を観察したところ朝は見送りのみで197台、夕方では見送りは2７台、出迎えは36台となり、図5のようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5. 乗降者別割合
Ⅳ目的による駐車時間の違い

　図6、図7は区間①での朝、夕方の各車両別駐車時間を表したグラフとなっている。夕方のグラフを見ると出迎えの方が見送りよりも明らかに駐車時間が長いことが読み取れる。

また表3にもまとめたが停車時間を表にすると見送りとで迎えでは駐車時間が大幅に違うことが数値でも確認することができる。
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図6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　表3 時間帯別駐車時間
	日時　　　　　　区間
	見送り
	出迎え

	4月28日朝
6:45～8:15
	18秒
	―

	4月30日夕
16:50～18:20
	31秒
	4分25秒


6. 調査結果まとめ
以上の結果をまとめると、朝は、駐停車総台数が非常に多いものの、見送りを目的としているため駐停車時間が短く、車両の動きは激しく流動的なものとなっていることがわかる。

　一方、夕方から夜にかけては、駐停車総台数は朝と比較してそれほど多くないが、出迎えを目的とする車両が半数以上を占めるため駐停車時間は長くなり、車両が長い時間にわたって駐車し、滞留してしまうようすが窺える。
                                          表4 時間帯による車両調査結果
	日時　　　　　　　項目
	車両数
	時間
	目的

	4月28日朝
6:45～8:15
	非常に多いが
流動的
	短い
	見送り

	4月30日夕
16:50～18:20
	少ないが
滞留しがち
	長い
	出迎え


7. 展望
　5月1日（土）につくばセンター周辺のキス・アンド・ライド車両を減少させる目的で完成した送迎用一般駐車場であるが、中央通りは降車のみを目的とした停車は許容されていることや、出迎え車両の駐車時間が長いことなどから、出迎えの車両が中心に利用されるのではないだろうか。

　また、駐車場は区間③と接続していることから、区間③における駐停車車両の減少に有効と考えられるが、その他の区間に対しては有効であるのかが注目される。

　さらに、例外的に見受けられた見送りを目的としながら長時間駐車する車両に対して駐車場は有効と考えられ、これらの車両の利用がみられるかどうかにも注目したい。

8. 今後の予定
　駐車場のオープン前後でキス・アンド・ライドを目的とした駐停車がいかに変化するかを調べるべく、オープン前調査と同じ条件（時間帯・天候）でオープン後調査を行う。




図7








